
 

 

議案１ 

１ 基本計画書の内容（提出年月日：令和５年６月 22 日、根拠規定：条例第３条第１項） 

名 称（新築等の区分） （仮称）カワベ姫路城東店 （新築） 

所在地 姫路市城東町字五反田 66 番１ ほか 

事業者 株式会社カワベ 

施設の用途 物品販売業を営む店舗（食料品等） 

着工時期、開店時期 令和５年７月下旬頃、令和６年４月頃 

施設面積 

（広域土地利用プログラム対象面積）
2,598 ㎡ 

物品販売業を営む店舗の

面積 
1,587 ㎡ 

飲食店、映画館等面積 0 ㎡ 

延べ面積、敷地面積 2,598 ㎡ 、 5,866 ㎡ 

用途地域等 第一種住居地域 

駐車場の収容台数 

64 台（全体収容台数 81台） ≧ 必要台数 64台 

夜間駐車場の利用制限 無 制限後台数 - 

営業時間   午前９時から午後９時まで 

 

 

２ 重要事項 

（１）まちづくりに関する計画との整合に関する事項 県の判断 適 

 大規模集客施設に係る計画と県及び市町のまちづくりに関する計画との整合性 

○ 計画地は、大規模な集客施設の立地誘導・抑制に係る広域土地利用プログラムの「商業ゾー

ン以外」の地域で、床面積の上限 6,000 ㎡に対して、計画施設の床面積はこれを下回る 2,598

㎡である。 

○ 姫路市都市計画マスタープランでは「一般住宅地」に位置づけられており、商業系用途等と

の混在も許容した土地利用を図るとされている。 

○ 以上により、本計画は県及び市のまちづくりに関する計画に整合していると判断する。 



 

 

（２）駐車需要の充足等交通に係る事項 県の判断 適 

① 駐車場に関する事項 

【必要駐車台数の算定・確保】 

指針に基づく必要台数 64台に対し、来客用駐車台数を 64台（全体収容台数 81台）確保
する。 

〔指針式〕 
  1.587 千㎡×1,336.52 人/千㎡・日×ピーク率 14.4％×分担率 65％÷平均乗車人員 2.0 人/台 

×平均駐車時間係数 0.646 ≒ 64 台 
 
 

② 道路交通への影響に関する事項 

【交差点の将来ピーク時交通量及び交通の円滑性の評価】 

ア 店舗の新築により新たに発生する自動車台数と来退店経路の設定 

○ ピーク１時間当たりの来店自動車台数 
〔指針式〕 
  1.587 千㎡×1,336.52 人/千㎡・日×ピーク率 14.4％×分担率 65％÷平均乗車人員 2.0 人/台 

≒ 99 台/ｈ 

○ 商圏（店舗を中心に半径 1.0km）を３方面に分け、各方面別の世帯数比で 99台/ｈを
各地域からの経路に配分する。 

方面 世帯数 
(世帯) 

配分比 
（％） 

来退店ピーク台数 
（台/ｈ） 

Ａ 3,602 48.7 各 48 

Ｂ 3,153 42.7 各 42 

Ｃ 638 8.6 各 9 

計 7,393 100.0 各 99 

 

 

イ 交差点の将来ピーク時交通量及び交通の円滑性の評価及び対策 

○ 現況交通量調査〔交差点Ａ：令和４年 10月２日(日)、３日(月)〕に、店舗の新築に
より新たに発生する自動車台数各 99 台/ｈを加えて、交差点需要率及び車線別混雑度
の検討を行う。 

○ 信号交差点の交差点需要率、車線別混雑度は下表のとおり。 

○ いずれの信号交差点においても、ピーク時間帯において交通処理は可能と考えられ
る。 

（上段：交差点需要率、下段：車線別混雑度）        ※網かけは最大値を示す。 

調査地点 
現 況 予 測 下線部は 

経路上の車線 平日 休日 平日 休日 

交差点Ａ 

（竹之門） 

平：16時台 

休：11時台 

0.459 0.395 0.513 0.451  

0.667 
0.495 
0.229 
0.414 

0.608 
0.508 
0.271 
0.186 

0.759 
0.578 
0.229 
0.414 

0.709 
0.594 
0.271 
0.186 

西流入左直右 
東流入右左折 
北流入左直右 
南流入左直右 

 
 



 

 

ウ 無信号交差点における右折の交通処理検討 

○ 現況交通量調査〔交差点Ｂ：令和４年 10月２日(日)、３日(月)〕に、上記で算出し
た新たに発生する自動車台数各 99 台/ｈを加えて、信号機のない交差点の交通容量の
計算法（OECD報告書）により評価。 

○ 無信号交差点における来退店車両の右折に係る遅れの評価は、平日・休日共に、「滞
留しない」となり、周辺交通へ与える影響は軽微と考える。 

（主道路：国道 372 号、従道路：市道城東 231 号線） 

開店後 

国道 372 号 
→市道城東 231 号線 

市道城東 231 号線 
→国道 372 号 

平日 
(８時台) 

休日 
(16 時台) 

平日 
(８時台) 

休日 
(16 時台) 

交通容量 895 790 264 268 

実交通量 121 62 51 48 

余裕交通容量 774 728 213 220 

遅れの評価 滞留しない 滞留しない 滞留しない 滞留しない 

 
エ 駐車場出入口における右折の交通処理検討 

○ 現況交通量調査〔交差点Ｂ：令和４年 10月２日(日)、３日(月)〕に、上記で算出し
た新たに発生する自動車台数各 99 台/ｈを加えて、信号機のない交差点の交通容量の
計算法（OECD報告書）により評価。 

○ 駐車場出入口における来退店車両の右折に係る遅れの評価は、平日・休日共に、「滞
留しない」となり、周辺交通へ与える影響は軽微と考える。 

（主道路：市道城東 231 号線、従道路：出入口） 

開店後 

市道城東 231 号線 
→出入口 

出入口 
→市道城東 231 号線 

平日 
(８時台) 

休日 
(16 時台) 

平日 
(８時台) 

休日 
(16 時台) 

交通容量 1,016 1,130 432 569 

実交通量 90 90 9 9 

余裕交通容量 926 1,040 423 560 

遅れの評価 滞留しない 滞留しない 滞留しない 滞留しない 

 
 

（３）道路以外の公共施設への影響に関する事項 県の判断 適 

当該大規模集客施設の敷地からおおむね 500ｍ以内にある公園、緑地、下水道、河川等の道路
以外の公共施設に対する影響 

○ 計画地の周辺には、影響を与える公共施設はない。 
 

 

（４）景観形成に関する事項 県の判断 適 

当該大規模集客施設の立地する地域における伝統的景観、自然景観、街並みなど景観に関する
配慮及び公的計画（市町の景観に関する条例、建築協定、緑化協定等）の有無 

○ 「景観法」、姫路市「都市景観条例」、姫路市「屋外広告物条例」に基づき、周辺の景観
との調和に努めた計画とする。 

○ 兵庫県「環境の保全と創造に関する条例」に基づき、緑化基準に従い、敷地の緑化を行う。 
＜必要緑化面積＞ 

敷地緑化：5,866 ㎡×（100%－建蔽率 60%）× 50% ≒ 1,173 ㎡ 
＜計画緑化面積＞ 

626 ㎡（平面緑化）＋ 585 ㎡（壁面緑化）＝ 1,211 ㎡ ＞ 1,173 ㎡（必要緑化） 



 

 

３ 条例第４条第１項の規定による関係行政機関からの意見 

意見内容 事業者の対応 
知事の 

判 断 
【姫路市】 

＜都市計画の観点からの意見＞ 

計画地の存する区域は、姫路市都市計画

マスタープランにおいて、一般住宅地とし

て位置づけられており、商業系用途等との

混在も許容していることから支障なしと判

断する。 

 

 

― 

 

 

― 

＜その他計画等に対する意見＞ 

・意見なし 

 

― 

 

― 

【兵庫県警察本部交通規制課】 

１ 案内誘導看板等の設置について 

 案内誘導看板等は簡潔明瞭な内容と

し、設置箇所については、特に出入口付

近の見通しが妨げられない場所を選定の

上、事前に姫路警察署長と調整されたい。 

 

２ 来退店経路について 

 チラシ・ホームページ等の各種媒体を

活用して、来退店経路及び駐車場利用の

案内を周知徹底されたい。 

 

３ 店舗出入口等への交通誘導員の配置に

ついて 

 開店から当分の間及び繁忙日について

は、出入口付近における歩道等の安全を

確保するため、同箇所に交通誘導員を配

置されたい。また、開店後の状況に応じ

て必要な交通誘導員を適宜配置された

い。 

 

４ 緑地について 

見通しを確保するため、出入口付近に

は高木を設置しないよう配意されたい。 

 

５ 荷さばき施設について 

営業時間内に荷さばき施設を利用する

場合には、交通誘導員を配置して車両誘

導を実施されたい。 

 

 

１ 案内誘導看板等は簡潔明瞭な内容

とするとともに、設置箇所について

事前に姫路警察署長と調整します。 

 

 

 

２ 来退店経路及び駐車場利用の案内

については、折り込みチラシ・ホー

ムページ等を使用し周知をします。 

 

 

３ 開店時から当分の間及び繁忙日等

については、出入口等に交通誘導員

を配置し、交通の安全を確保します。

なお、開店後に、周辺交差点等での

交通状況に支障が生じる場合は、交

通誘導員を配置して適切な誘導を行

う等、対策を講じます。 

 

 

４ 出入口付近の緑地については芝生

とすることで、出入口部の見通しに

配意します。 

 

５ 営業時間中における荷さばき施設

の利用については、交通誘導員を配

置して車両誘導を行います。 

 

事業者の

対応は妥

当と判断

する。 

【道路保全課】 

１ 道路法の許認可が必要な場合は、事前

に協議等を行われたい。 

 

１ 姫路土木事務所と協議の上、道路

法の許認可が必要な場合は、適切に

手続を行います。 

 

同上 

 

 

 



 

 

２ 国道 372 号の道路の切り下げ復旧につ

いて、姫路土木事務所と協議されたい。 

 

２ 姫路土木事務所と協議の上、国道

372 号の道路の切下げ復旧のための

手続を行います。 

 

事業者の

対応は妥

当と判断

する。 

【総合治水課】 

１ 総合治水条例第 10条により、浸水によ

る被害を発生させる可能性が高まる開発

行為を行う場合は、雨水を一時的に貯留

し、雨水の流出を抑制する調整池の設置

に努められたい。 

 

２ 総合治水条例第 21条第１項により、駐

車場などの広い土地を利用した施設につ

いては、その四方に雨水を貯留するため

の壁を設置するなど雨水を一時的に貯留

させる措置や、雨水を浸透させる芝舗装

を施すなど地下に浸透させる措置を講ず

ることにより、これらの施設に雨水貯留

浸透機能を備えることに努められたい。 

 

３ 総合治水条例第 21条第２項により、大

規模な建物又は工作物については、その

敷地又は地下に雨水を貯留する設備を設

置すること等により、これらの建物又は

工作物に雨水貯留浸透機能を備えること

に努められたい。 

 

４ 今回計画区域が浸水想定区域に含まれ

ているため、総合治水条例第 44 条によ

り、建物又は工作物の床を高くし、建物

等の機能の維持に重要な電気設備等を高

所に設置し、地階への雨水の流入を防ぐ

等の浸水による被害を軽減する耐水機能

を建物等に備え、その耐水機能の維持に

努められたい。 

 

 

１ 調整池の設置予定はありません

が、敷地内にグラスパーキングや平

面緑化を行い、雨水を地下に浸透さ

せることで、雨水の流出抑制を行い

ます。 

 

２ 雨水の一時貯留施設の設置予定は

ありませんが、敷地内にはグラスパ

ーキングや平面緑化を行い、雨水を

地下に浸透させます。 

 

 

 

 

 

３ 雨水の一時貯留施設の設置予定は

ありませんが、敷地内にはグラスパ

ーキングや平面緑化を行い、雨水を

地下に浸透させます。 

 

 

 

４ 主要な電気設備は地盤より高い位

置に設置することで、耐水機能の保

持に努めます。 

 

同上 

【都市政策課】 

１ 都市政策に関すること 

誰もが利用しやすい施設整備の観点か

ら、福祉のまちづくり条例に基づくチェ

ック＆アドバイス制度を活用されたい。 

 また、チェック＆アドバイスによる助

言を適切に反映した施設を「ひょうご県

民ユニバーサル施設」として認定する制

度もあるため、こちらも活用されたい。 

 

 

 

１ 福祉のまちづくり条例に基づくチ

ェック＆アドバイス制度及びひょう

ご県民ユニバーサル施設認定制度の

活用を検討するなど、誰もが利用し

やすい施設整備に努めます。 

 

 

 

 

 

 

同上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

２ 緑化に関すること 

環境の保全と創造に関する条例では、

建築面積又はその敷地面積が 1,000 ㎡以

上の場合、同条例施行規則で定める緑化

基準に従い、当該建築物又はその敷地を

緑化しなければならない規定があるので

留意されたい。 

 また、新築又は増築等に係る建築面積

が 1,000 ㎡以上の場合、同緑化基準に従

い、建築物等緑化計画届を作成し、建築

確認申請前に提出されたい。 

 なお、壁面緑化については、計画どお

りに生育していない事例が見られること

から、基盤造成型や生育実績のある製品

の使用など、確実に生育が見込まれる仕

様とするとともに、適切な維持管理に努

められたい。 

 

３ 景観、屋外広告物ならびに開発に関す

ること 

本事業計画には、景観法、姫路市都市

景観条例、姫路市屋外広告物条例が適用

される。 

各法令に基づく基準等を遵守するとと

もに、申請等必要な手続を適切に行われ

たい。 

 

２ 環境の保全と創造に関する条例に

基づき、必要な緑化を行います。 

なお、建築物等緑化計画届は提出

済みです。 

また、壁面緑化については、仕様等

に配慮するとともに、適切な維持管

理に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 景観法、姫路市都市景観条例、姫

路市屋外広告物条例に基づいた計画

とします。 

また、申請等必要な手続を行いま

す。 

事業者の

対応は妥

当と判断

する。 

 

 

４ 条例第４条第２項の規定による知事の意見(案) 

知事の意見の有無 有しない。 

留意事項の有無 

次の留意事項を付記する。 

１ 敷地内掲示や看板、広告等によって来退店経路を周知徹底する

こと。 

２ 営業時間内に荷さばき作業又は廃棄物の収集作業を行う場合

は、誘導員を配置し、来客の安全確保に努めること。 

３ 繁忙時等は、駐車場の出入口等に交通誘導員を配置し、来店車

両の安全かつ円滑な入出庫を図ること。 

４ 開店後も周辺道路の交通状況を注視し、来店車両に起因する混

雑、歩行者等の安全確保上の懸念、その他安全上の問題等が発生

した場合は、関係機関と協議の上、必要な対策を講じること。 

５ 計画された緑化部分について、適切な維持管理に努めること。

特に、壁面の緑化部分について生育を確実なものとするため、採

用する仕様等を十分検討すること。 
 



 

 

議案２ 

１ 基本計画書の内容（提出年月日：令和５年６月 22 日、根拠規定：条例第３条第１項） 

名 称（新築等の区分） （仮称）ザグザグ姫路花田店 （新築） 

所在地 姫路市花田町上原田
かみはらだ

字裏垣内 204 番 ほか 

事業者 株式会社ザグザグ 

施設の用途 物品販売業を営む店舗（医薬化粧品等） 

着工時期、開店時期 令和５年 12 月頃、令和６年５月頃 

施設面積 

（広域土地利用プログラム対象面積）
1,602 ㎡ 

物品販売業を営む店舗の

面積 
1,456 ㎡ 

飲食店、映画館等面積 0 ㎡ 

延べ面積、敷地面積 1,602 ㎡ 、 4,800 ㎡ 

用途地域等 第二種住居地域 

駐車場の収容台数 

58 台（全体収容台数 62台） ≧ 必要台数 58台 

夜間駐車場の利用制限 無 制限後台数 - 

営業時間   24 時間 

 

 

２ 重要事項 

（１）まちづくりに関する計画との整合に関する事項 県の判断 適 

 大規模集客施設に係る計画と県及び市町のまちづくりに関する計画との整合性 

○ 計画地は、大規模な集客施設の立地誘導・抑制に係る広域土地利用プログラムの「商業ゾー

ン以外」の地域で、床面積の上限 6,000 ㎡に対して、計画施設の床面積はこれを下回る 1,602

㎡である。 

○ 姫路市都市計画マスタープランでは「一般住宅地」に位置づけられており、商業系用途等と

の混在も許容した土地利用を図るとされている。 

○ 以上により、本計画は県及び市のまちづくりに関する計画に整合していると判断する。 



 

 

（２）駐車需要の充足等交通に係る事項 県の判断 適 

① 駐車場に関する事項 

【必要駐車台数の算定・確保】 

指針に基づく必要台数 58台に対し、来客用駐車台数を 58台（全体収容台数 62台）確保
する。 

〔指針式〕 
  1.456 千㎡×1,341.76 人/千㎡・日×ピーク率 14.4％×分担率 65％÷平均乗車人員 2.0 人/台 

×平均駐車時間係数 0.6335 ≒ 58 台 
 

② 道路交通への影響に関する事項 

【交差点の将来ピーク時交通量及び交通の円滑性の評価】 

ア 店舗の新築により新たに発生する自動車台数と来退店経路の設定 

○ ピーク１時間当たりの来店自動車台数 
〔指針式〕 
  1.456 千㎡×1,341.76 人/千㎡・日×ピーク率 14.4％×分担率 65％÷平均乗車人員 2.0 人/台 

≒ 91 台/ｈ 
○ 商圏（店舗を中心に半径 1.0km）を８方面に分け、各方面別の世帯数比で 91台/ｈを
各地域からの経路に配分する。 

方面 世帯数 
(世帯) 

配分比 
（％） 

来退店ピーク台数 
（台/ｈ） 

Ａ 534 24.6 各 22 

Ｂ 216 9.9 各 9 

Ｃ 75 3.4 各 3 

Ｄ 195 9.0 各 8 

Ｅ 586 27.0 各 25 

Ｆ 282 13.0 各 12 

Ｇ 242 11.1 各 10 

Ｈ 43 2.0 各 2 

計 2,173 100.0 各 91 

イ 交差点の将来ピーク時交通量及び交通の円滑性の評価及び対策 

○ 現況交通量調査〔交差点Ａ～Ｃ：令和４年５月７日(日)、８日(月)〕に、店舗の新築
により新たに発生する自動車台数各 91 台/ｈを加えて、交差点需要率及び車線別混雑
度の検討を行う。 

○ 信号交差点の交差点需要率、車線別混雑度は下表のとおり。 
○ いずれの信号交差点においても、ピーク時間帯において交通処理は可能と考えられ
る。 

（上段：交差点需要率、下段：車線別混雑度）        ※網かけは最大値を示す。 

調査地点 
現 況 予 測 下線部は 

経路上の車線 平日 休日 平日 休日 

交差点Ａ 

（上原田
かみはらだ

） 
 

平：７時台 
休：11時台 

0.661 0.534 0.681 0.553  

0.505 
0.345 
0.670 
0.002 
0.377 
0.099 
0.454 
0.502 

0.397 
0.301 
0.466 
0.004 
0.232 
0.060 
0.690 
0.168 

0.505 
0.352 
0.681 
0.002 
0.427 
0.191 
0.496 
0.526 

0.397 
0.305 
0.478 
0.004 
0.288 
0.165 
0.737 
0.176 

西流入左直 
西流入右折 
東流入左直 
東流入右折 
北流入左直 
北流入右折 
南流入左直 
南流入右折 



 

 

調査地点 
現 況 予 測 下線部は 

経路上の車線 平日 休日 平日 休日 

交差点Ｂ 

（花田西） 

 
平：17時台 
休：11時台 

0.486 0.470 0.495 0.476  

0.551 
0.337 
0.157 
0.446 

0.523 
0.393 
0.182 
0.491 

0.565 
0.345 
0.297 
0.446 

0.532 
0.401 
0.325 
0.491 

西流入左直 
東流入直進 
東流入右折 
北流入右左折 

交差点Ｃ 
（庄） 

 
平：７時台 
休：11時台 

0.481 0.278 0.549 0.337  

0.597 
0.385 
0.090 
0.417 

0.281 
0.210 
0.034 
0.380 

0.710 
0.388 
0.106 
0.417 

0.378 
0.213 
0.050 
0.380 

西流入左直右 
東流入左直右 
北流入左直右 
南流入左直右 

 
 

（３）道路以外の公共施設への影響に関する事項 県の判断 適 

当該大規模集客施設の敷地からおおむね 500ｍ以内にある公園、緑地、下水道、河川等の道路
以外の公共施設に対する影響 

○ 計画地の周辺には、影響を与える公共施設はない。 
 

 

（４）景観形成に関する事項 県の判断 適 

当該大規模集客施設の立地する地域における伝統的景観、自然景観、街並みなど景観に関する
配慮及び公的計画（市町の景観に関する条例、建築協定、緑化協定等）の有無 

○ 「景観法」、姫路市「都市景観条例」、姫路市「屋外広告物条例」に基づき、周辺の景観
との調和に努めた計画とする。 

○ 兵庫県「環境の保全と創造に関する条例」に基づき、緑化基準に従い、敷地の緑化を行う。 

＜必要緑化面積＞ 
敷地緑化：4,800 ㎡×（100%－建蔽率 60%）× 50% ≒ 960 ㎡ 

＜計画緑化面積＞ 

647 ㎡（平面緑化）＋ 315 ㎡（壁面緑化）＝ 962 ㎡ ＞ 960 ㎡（必要緑化） 

 

 

３ 条例第４条第１項の規定による関係行政機関からの意見 

意見内容 事業者の対応 
知事の 

判 断 
【姫路市】 

＜都市計画の観点からの意見＞ 

計画地の存する区域は、姫路市都市計画

マスタープランにおいて、一般住宅地とし

て位置づけられており、商業系用途等との

混在も許容していることから支障なしと判

断する。 

 

 

― 

 

 

― 

＜その他計画等に対する意見＞ 

・意見なし 

 

― 

 

― 



 

 

【兵庫県警察本部交通規制課】 

１ 案内誘導看板等の設置について 

 案内誘導看板等は簡潔明瞭な内容と

し、設置箇所については、特に出入口付

近の見通しが妨げられない場所を選定の

上、事前に姫路警察署長と調整されたい。 

２ 来退店経路について 

 チラシ・ホームページ等の各種媒体を

活用して、来退店経路及び駐車場利用の

案内を周知徹底されたい。 

３ 店舗出入口等への交通誘導員の配置に

ついて 

 開店から当分の間及び繁忙日について

は、出入口付近における歩道等の安全を

確保するため、同箇所に交通誘導員を配

置されたい。また、開店後の状況に応じ

て必要な交通誘導員を適宜配置された

い。 

４ 荷さばき施設について 

 営業時間内に荷さばき施設を利用する

場合には、交通誘導員を配置して車両誘

導を実施されたい。 

 

 

１ 案内誘導看板等は簡潔明瞭な内容

とするとともに、設置箇所について

事前に姫路警察署長と調整します。  

 

 

２ 来退店経路及び駐車場利用の案内

については、折り込みチラシ・ホー

ムページ等を使用し周知をします。 

 

３ 開店時から当分の間及び繁忙日等

については、出入口等に交通誘導員

を配置し、交通の安全を確保します。 

なお、開店後に、周辺交差点等での

交通状況に支障が生じる場合は、交

通誘導員を配置して適切な誘導を行

う等、対策を講じます。 

 

４ 営業時間中における荷さばき施設

の利用については、交通誘導員を配

置して車両誘導を行います。 

 

事業者の

対応は妥

当と判断

する。 

【総合農政課 農林水産政策班】 

 施設の整備により周辺農地での営農作業

及び営農条件に支障が生じることの無いよ

う配慮されたい。 

 なお、整備後に周辺農地において、営

農上支障が生じることが明らかになった場

合は、当該支障の除去のために措置を講じ

られたい。 

 

 

周辺農地での営農作業及び営農条件

に配慮するとともに、営農上支障が生

じることが明らかになった場合は、当

該支障の除去のために措置を講じま

す。 

 

同上 

【総合農政課 農地管理調整班】 

計画区域内に農地が存している場合、事

前に、農地法（昭和 27年法律第 229 号）に

基づく手続が必要となる。 

このため、事前に姫路市農業委員会宛て

協議されたい。 

また、施設整備に当たっては、周辺農地

の営農に支障を来たすことのないよう、留

意されたい。 

 

 

事前に姫路市農業委員会にて、農地

法に基づく手続を行っております。 

また、施設整備に当たっては、周辺

農地の営農に支障を来たすことのない

よう、留意します。 

 

同上 

【道路保全課】 

姫路土木事務所管内の道路法の許認可が

必要な場合は、事前に協議等を行われたい。 

 

 

姫路土木事務所と協議の上、道路法

に基づく許認可を得ております。 

 

同上 



 

 

【総合治水課】 

１ 総合治水条例第 10条により、浸水によ

る被害を発生させる可能性が高まる開発

行為を行う場合は、雨水を一時的に貯留

し、雨水の流出を抑制する調整池の設置

に努められたい。 

 

２ 総合治水条例第 21条第１項により、駐

車場などの広い土地を利用した施設につ

いては、その四方に雨水を貯留するため

の壁を設置するなど雨水を一時的に貯留

させる措置や、雨水を浸透させる芝舗装

を施すなど地下に浸透させる措置を講ず

ることにより、これらの施設に雨水貯留

浸透機能を備えることに努められたい。 

 

３ 総合治水条例第 21条第２項により、大

規模な建物又は工作物については、その

敷地又は地下に雨水を貯留する設備を設

置すること等により、これらの建物又は

工作物に雨水貯留浸透機能を備えること

に努められたい。 

 

 

１ 調整池の設置予定はありません

が、敷地内にグラスパーキングや平

面緑化を行い、雨水を地下に浸透さ

せることで、雨水の流出抑制を行い

ます。 

 

２ 雨水の一時貯留施設の設置予定は

ありませんが、敷地内にはグラスパ

ーキングや平面緑化を行い、雨水を

地下に浸透させます。 

 

 

 

 

 

３ 雨水の一時貯留施設の設置予定は

ありませんが、敷地内にはグラスパ

ーキングや平面緑化を行い、雨水を

地下に浸透させます。 

 

事業者の

対応は妥

当と判断

する。 

【都市政策課】 

１ 都市政策に関すること 

誰もが利用しやすい施設整備の観点か

ら、福祉のまちづくり条例に基づくチェ

ック＆アドバイス制度を活用されたい。 

 また、チェック＆アドバイスによる助

言を適切に反映した施設を「ひょうご県

民ユニバーサル施設」として認定する制

度もあるため、こちらも活用されたい。 

 

２ 緑化に関すること 

 環境の保全と創造に関する条例では、

建築面積又はその敷地面積が 1,000 ㎡以

上の場合、同条例施行規則で定める緑化

基準に従い、当該建築物又はその敷地を

緑化しなければならない規定があるので

留意されたい。 

 また、新築又は増築等に係る建築面積

が 1,000 ㎡以上の場合、同緑化基準に従

い、建築物等緑化計画届を作成し、建築

確認申請前に提出されたい。 

 なお、壁面緑化については、計画どお

りに生育していない事例が見られること

から、基盤造成型や生育実績のある製品

 

１ 福祉のまちづくり条例に基づくチ

ェック＆アドバイス制度及びひょう

ご県民ユニバーサル施設認定制度の

活用を検討するなど、誰もが利用し

やすい施設整備に努めます。 

 

 

 

 

２ 環境の保全と創造に関する条例に

基づき、必要な緑化を行います。 

また、建築物等緑化計画届を建築

確認申請前に提出します。 

なお、壁面緑化については、仕様等

に配慮するとともに、適切な維持管

理に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

同上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

の使用など、確実に生育が見込まれる仕

様とするとともに、適切な維持管理に努

められたい。 

 

３ 景観、屋外広告物ならびに開発に関す

ること 

本事業計画には、景観法、姫路市都市

景観条例、姫路市屋外広告物条例が適用

される。各法令に基づく基準等を遵守す

るとともに、申請等の必要な手続を適切

に行われたい。 

 

 

 

 

 

３ 景観法、姫路市都市景観条例、姫

路市屋外広告物条例に基づいた計画

とします。 

また、申請等必要な手続を行いま

す。 

 

 

 

 

事業者の

対応は妥

当と判断

する。 

 

 

４ 条例第４条第２項の規定による知事の意見(案) 

知事の意見の有無 有しない。 

留意事項の有無 

次の留意事項を付記する。 

１ 敷地内掲示や看板、広告等によって来退店経路を周知徹底する

こと。 

２ 営業時間内に荷さばき作業又は廃棄物の収集作業を行う場合

は、誘導員を配置し、来客の安全確保に努めること。 

３ 繁忙時等は、駐車場の出入口等に交通誘導員を配置し、来店車

両の安全かつ円滑な入出庫を図ること。 

４ 開店後も周辺道路の交通状況を注視し、来店車両に起因する混

雑、歩行者等の安全確保上の懸念、その他安全上の問題等が発生

した場合は、関係機関と協議の上、必要な対策を講じること。 

５ 計画された緑化部分について、適切な維持管理に努めること。

特に、壁面の緑化部分について生育を確実なものとするため、採

用する仕様等を十分検討すること。 
 



 

 

議案３ 

１ 基本計画書の内容（提出年月日：令和５年６月 23 日、根拠規定：条例第３条第１項） 

名 称（新築等の区分） （仮称）マックスバリュ三木緑が丘店 （新築） 

所在地 三木市緑が丘町本町一丁目２番２ ほか 

事業者 マックスバリュ西日本株式会社 

施設の用途 物品販売業を営む店舗（食料品等） 

着工時期、開店時期 令和６年５月頃、令和６年 10 月頃 

施設面積 

（広域土地利用プログラム対象面積）
2,356 ㎡ 

物品販売業を営む店舗の

面積 
1,709 ㎡ 

飲食店、映画館等面積 0 ㎡ 

延べ面積、敷地面積 2,356 ㎡ 、 5,659 ㎡ 

用途地域等 近隣商業地域、第一種中高層住居専用地域 

駐車場の収容台数 

68 台（全体収容台数 82台） ≧ 必要台数 68台 

夜間駐車場の利用制限 有 制限後台数 33 

営業時間   午前７時から午前０時まで 

 

２ 重要事項 

（１）まちづくりに関する計画との整合に関する事項 県の判断 適 

 大規模集客施設に係る計画と県及び市町のまちづくりに関する計画との整合性 

○ 計画地は、大規模な集客施設の立地誘導・抑制に係る広域土地利用プログラムの「商業ゾー

ン以外」の地域で、床面積の上限 6,000 ㎡に対して、計画施設の床面積はこれを下回る 2,356

㎡である。 

○ 三木市都市計画マスタープランでは「近隣商業拠点」に位置づけられており、駅周辺未利用

地の活用など地域のニーズに合わせた土地利用を進め、地域の活性化を図るという土地利用の方

針が示されている。また、地区計画については、計画地の過半面積が区域外になっているため、

地区計画の制限は適用されない。 

○ 以上により、本計画は県及び市のまちづくりに関する計画に整合していると判断する。 



 

 

（２）駐車需要の充足等交通に係る事項 県の判断 適 

① 駐車場に関する事項 

【必要駐車台数の算定・確保】 

指針に基づく必要台数 68台に対し、来客用駐車台数を 68台（全体収容台数 82台）確保
する。 

〔指針式〕 
  1.709 千㎡×1,049 人/千㎡・日×ピーク率 14.4％×分担率 80％÷平均乗車人員 2.0 人/台 

×平均駐車時間係数 0.607 ≒ 68 台 
 

② 道路交通への影響に関する事項 

【交差点の将来ピーク時交通量及び交通の円滑性の評価】 

ア 店舗の新築により新たに発生する自動車台数と来退店経路の設定 

○ ピーク１時間当たりの来店自動車台数 
〔指針式〕 
  1.709 千㎡×1,049 人/千㎡・日×ピーク率 14.4％×分担率 80％÷平均乗車人員 2.0 人/台 

≒ 103 台/ｈ 

○ 商圏（店舗を中心に半径 2.0km）を４方面に分け、各方面別の世帯数比で 103 台/ｈ
を各地域からの経路に配分する。 

方面 世帯数 
(世帯) 

配分比 
（％） 

来退店ピーク台数 
（台/ｈ） 

① 6,661 48.0 49 

② 1,853 13.3 14 

③ 3,206 23.1 24 

④ 2,171 15.6 16 

計 13,891 100.0 103 

 

イ 交差点の将来ピーク時交通量及び交通の円滑性の評価及び対策 

○ 現況交通量調査〔地点１～地点２：令和４年８月 28日(日)、29 日(月)〕に、店舗の
新築により新たに発生する自動車台数各 103 台/ｈを加えて、交差点需要率及び車線別
混雑度の検討を行う。 

○ 信号交差点の交差点需要率、車線別混雑度は下表のとおり。 

○ いずれの信号交差点においても、ピーク時間帯において交通処理は可能と考えられ
る。 

 
（上段：交差点需要率、下段：車線別混雑度）        ※網かけは最大値を示す。 

調査地点 
現 況 予 測 下線部は 

経路上の車線 平日 休日 平日 休日 

地点１交差点 

（緑が丘駅北） 

 
平：7時台 
休：13時台 

0.426 0.338 0.467 0.389  

0.040 
0.474 
0.356 
0.145 
0.492 

0.104 
0.335 
0.295 
0.175 
0.447 

0.056 
0.474 
0.356 
0.183 
0.589 

0.121 
0.335 
0.295 
0.207 
0.544 

北流入左折 
北流入直進 
南流入直進 
南流入右折 
東流入右左折 

 



 

 

ウ 無信号交差点における右折の交通処理検討 

○ 現況交通量調査〔交差点１・２：令和４年８月 28日(日)、29 日(月)〕に、上記で算
出した新たに発生する自動車台数各 103 台/ｈを加えて、信号機のない交差点の交通容
量の計算法（OECD報告書）により評価。 

○ 無信号交差点における来退店車両の右折に係る遅れの評価は、平日・休日共に、「滞
留しない」となり、周辺交通へ与える影響は軽微と考える。 

（主道路：市道緑が丘志染線、従道路：市道緑が丘駅前・緑が丘本町西１号線） 

開店後 

市道緑が丘駅前線 
→市道緑が丘志染線 

市道緑が丘本町西１号線 
→市道緑が丘志染線 

平日 
(18 時台) 

休日 
(10 時台) 

平日 
(18 時台) 

休日 
(10 時台) 

交通容量 399 432 427 431 

実交通量 117 94 41 43 

余裕交通容量 282 338 386 388 

遅れの評価 滞留しない 滞留しない 滞留しない 滞留しない 

 
エ 駐車場出入口における右折の交通処理検討 

○ 現況交通量調査〔交差点１・２：令和４年８月 28日(日)、29 日(月)〕に、上記で算
出した新たに発生する自動車台数各 103 台/ｈを加えて、信号機のない交差点の交通容
量の計算法（OECD報告書）により評価。 

○ 駐車場出入口における来退店車両の右折に係る遅れの評価は、平日・休日共に、「滞
留しない」となり、周辺交通へ与える影響は軽微と考える。 

（主道路：市道、従道路：出入口①） 

開店後 

市道緑が丘志染線 
→出入口① 

平日 
(11 時台) 

休日 
(11 時台) 

交通容量 930 940 

実交通量 49 49 

余裕交通容量 881 891 

遅れの評価 滞留しない 滞留しない 

 

（３）道路以外の公共施設への影響に関する事項 県の判断 適 

当該大規模集客施設の敷地からおおむね 500ｍ以内にある公園、緑地、下水道、河川等の道路
以外の公共施設に対する影響 

○ 計画地の周辺には、影響を与える公共施設はない。 
 

（４）景観形成に関する事項 県の判断 適 

当該大規模集客施設の立地する地域における伝統的景観、自然景観、街並みなど景観に関する
配慮及び公的計画（市町の景観に関する条例、建築協定、緑化協定等）の有無 

○ 兵庫県「景観の形成等に関する条例」兵庫県「屋外広告物条例」に基づき、周辺の景観と
の調和に努めた計画とする。 

○ 兵庫県「環境の保全と創造に関する条例」に基づき、緑化基準に従い、敷地の緑化を行う。 

＜必要緑化面積＞ 
2,813 ㎡×(100%－建蔽率 60%)× 50%＋2,846 ㎡×(100%－建蔽率 80%)× 50% ≒ 847 ㎡ 

＜計画緑化面積＞ 

433 ㎡（平面緑化）＋ 431 ㎡（壁面緑化）＝ 864 ㎡ ＞ 847 ㎡（必要緑化） 



 

 

３ 条例第４条第１項の規定による関係行政機関からの意見 

意見内容 事業者の対応 
知事の 

判 断 
【三木市】 

＜都市計画の観点からの意見＞ 

・この度の計画地は、三木市都市計画マスタ

ープランでは「近隣商業拠点」に位置付け

られており、駅周辺未利用地の活用など

地域のニーズに合わせた土地利用を進

め、地域の活性化を図るという土地利用

の方針が示されている。 

・また、計画地の一部は「緑が丘町本町地

区地区計画」区域内に位置しており、地

区計画では不特定多数の方が利用する店

舗に関しては建築不可であるが、過半面

積が区域外になっているため、地区計画

の制限は適用されない。なお、周辺の住

環境に配慮するため、「幹線道路と一体

的に利用できること」、「街区内道路を

拡幅し、歩道も新たに設置すること」に

ついては、地区計画の地区施設の整備方

針にある「本地区に整備された道路の機

能が損なわれないよう維持保全を図り安

全で快適な道路空間の形成に努める」と

いう部分にも配慮しており、周辺住民へ

の説明も十分に行っていることから、食

品スーパーの出店については支障ない。 

 

 

 

－ 

＜その他計画等に対する意見＞ 

【交通について】 

・駅周辺に商業施設が立地することで、駅周

辺が活性化され、公共交通の利用者数の

増加につながるものと期待される。 

・一方、市道緑が丘志染線においては南側駐

車場入口(出入口①)への右折入庫車両に

よる渋滞や、県道 22号神戸三木線におい

ては緑が丘駅北交差点で計画地方面へ右

左折する車両による渋滞など、計画地付

近で道路渋滞が発生した場合、路線バス

のダイヤが遅延するおそれがあることか

ら、あらかじめ、交通事業者、道路管理者、

公安委員会などの関係者と調整の上、必

要な渋滞緩和措置を講じること。 

 

 

 

 

 

 

【交通について】 

・－ 

 

 

・地点２交差点が変則交差点になって

いることから、交通事業者、道路管

理者、所轄・県警本部と協議し、東方

面からの来店車両については、出入

口①から右折入庫していただく案内

になりました。また、オープン時や

繁忙時には交通誘導員を配置し、ス

ムーズな入出庫に努め、路線バスの

運行に支障のないように努めます。

なお、開業後、周辺交通の状況を注

視し、来店客車両による影響で、慢

性的な渋滞が発生した場合には、関

係機関と協議のうえ、対策を検討し

ます。 

 

 

 

 

 

 

事業者の

対応は妥

当と判断

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

・チェックリスト(3)駐車マス⑥満空表示の

対応欄にて、駐車場全体が見渡せるとあ

るが、付近に交通量の多い交差点があり、

道路側から徐行しながら駐車場を見渡す

ことは困難であると考えるため、満空表

示などの対策を講じること。 

・周辺道路において渋滞が発生するなど近

隣住民の生活に支障が生じた場合、交通

誘導員の常時配置、南側駐車場入口（出入

口①）において右折入庫を不可とするな

ど適切な対策を講じること。 

 

【景観形成について】 

・当該計画地には、複合機能ビル（小売、

サービス、医療福祉等が所在）及びその

駐車場があったものの、近年は更なる活

用が望まれていたところである。 

・一方で、計画地近くに、コープ三木緑が

丘を含むサンロード商店街があり、地域

住民等に長年親しまれた街並みが形成さ

れ、地域のにぎわいの創出とコミュニテ

ィの場として大きな役割を果たしてい

る。 

・本市では、平成 26年に「三木市商業振興

による地域活性化に関する条例」を制定

し、大型店に対しても、「自らが地域社

会の一員として重要な役割を果たしてい

ることを認識し、他の商業者との共存を

図るとともに、商業振興事業及び地域貢

献事業に参加するよう努めるものとす

る。」としている。 

・本計画の実施に当たっては、より良いま

ちづくりを目指すため、上記の事情に留

意・配慮いただきたいと考えている。 

 

・本施設の駐車場は、平面自走式であ

り、入庫すれば、全体が視認可能で

す。なお、オープン時や繁忙時には

交通誘導員を配置し、スムーズな入

出庫に努めます。 

 

・開業後、周辺交通の状況を注視し、

来店客車両による影響で、慢性的な

渋滞等が生じる場合は、交通誘導員

の常時配置や案内経路(入出庫)の見

直し等、適切な対策を関係機関と協

議の上、検討します。 

 

・－ 

 

 

 

・－ 

 

 

 

 

 

・－ 

 

 

 

 

 

 

 

・「三木市商業振興による地域活性化

に関する条例」に配意し、店舗運用

に努めます。 

事業者の

対応は妥

当と判断

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【神戸市】 

・意見なし 

 

 

－ 

 

－ 

【兵庫県警察本部交通規制課】 

１ 案内誘導看板等の設置について 

 案内誘導看板等は簡潔明瞭な内容と

し、必要性も十分に検討した上で設置さ

れたい。設置箇所については、特に出入

口付近の見通しが妨げられない場所を選

定の上、事前に三木警察署長と調整され

たい。 

 

 

１ 案内誘導看板等の設置について 

  案内誘導看板等は簡潔明瞭な内容

とします。また、設置については、出

入口付近の視距を妨げない箇所に設

置します。事前に三木警察署と調整

します。 

 

 

 

事業者の

対応は妥

当と判断

する。 

 

 

 

 



 

 

２ 来退店経路について 

 チラシ・ホームページ等の各種媒体を

活用して、来退店経路及び駐車場利用の

案内を周知徹底されたい。 

３ 店舗出入口等への交通誘導員の配置に

ついて 

 開店から当分の間及び繁忙日について

は、出入口付近における歩道等の安全を

確保するため、同箇所に交通誘導員を配

置されたい。また、開店後の状況に応じ

て必要な交通誘導員を適宜配置された

い。出入口①については、複雑な形状の

交差点に近接していることから、混雑時

において周辺交通に影響を及ぼさないよ

う、適切な誘導を実施されたい。 

 

 

４ 荷さばき施設について 

営業時間内に荷さばき施設を利用する

場合には、交通誘導員を配置して車両誘

導を実施されたい。 

 

５ 緑地について 

  見通しを確保するため、出入口付近に

は高木を設置しないよう配慮されたい。 

 

２ 来退店経路について 

  来退店経路については、オープン

時のチラシ・ＨＰ掲載等によってお

客さまに周知します。 

３ 店舗出入口等への交通誘導員の配

置について 

開店から当分の間及び繁忙日につ

いては、必要に応じ、出入口付近に

交通誘導員を配置し、歩道等の安全

確保に努めます。また、開店後の状

況に応じて、必要な交通誘導員を適

宜配置します。 

出入口①については、開業後の交

通状況を注視し、来店客車両による

影響で、慢性的な渋滞等が発生した

場合には、関係機関と協議の上、対

策を検討します。 

４ 荷さばき施設について 

  営業時間中における荷さばき施設

を利用する際には、従業員や交通誘

導員等を配置し安全誘導に努めま

す。 

５ 緑地について 

出入口付近は、高木を設置しない

よう計画しております。 

事業者の

対応は妥

当と判断

する。 

 

事業者の

対応は妥

当と判断

する。 

【総合治水課】 

１ 総合治水条例第 10条により、浸水によ

る被害を発生させる可能性が高まる開発

行為を行う場合は、雨水を一時的に貯留

し、雨水の流出を抑制する調整池の設置

に努められたい。 

２ 総合治水条例第 21条第１項により、駐

車場などの広い土地を利用した施設につ

いては、その四方に雨水を貯留するため

の壁を設置するなど雨水を一時的に貯留

させる措置や、雨水を浸透させる芝舗装

を施すなど地下に浸透させる措置を講ず

ることにより、これらの施設に雨水貯留

浸透機能を備えることに努められたい。 

３ 総合治水条例第 21条第２項により、大

規模な建物又は工作物については、その

敷地又は地下に雨水を貯留する設備を設

置すること等により、これらの建物又は

工作物に雨水貯留浸透機能を備えること

に努められたい。 

 

 

１ 敷地内には調整池を設けません

が、雨水の流出を抑制する対策とし

て、外周には雨水を浸透させる緑地

を設置し、機能の維持管理に努めま

す。 

２ 本施設では、雨水貯留施設を設置

する予定はありません。しかし、外

周には雨水を浸透させる緑地を設置

し、地下に浸透させる配慮を行いま

す。 

 

 

 

３ 本施設では、雨水貯留施設を設置

する予定はありません。なお､外周に

は雨水を浸透させる緑地を設置し、

地下に浸透させる配慮を行います。 

 

 

同上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

【都市政策課】 

１ 都市政策に関すること 

誰もが利用しやすい施設整備の観点か

ら、福祉のまちづくり条例に基づくチェ

ック＆アドバイス制度を活用されたい。

また、チェック＆アドバイスによる助言

を適切に反映した施設を「ひょうご県民

ユニバーサル施設」として認定する制度

もあるため、こちらも活用されたい。 

２ 緑化に関すること 

環境の保全と創造に関する条例では、

建築面積又はその敷地面積が 1,000 ㎡以

上の場合、同条例施行規則で定める緑化

基準に従い、当該建築物又はその敷地を

緑化しなければならない規定があるので

留意されたい。 

また、新築又は増築等に係る建築面積

が 1,000 ㎡以上の場合、同緑化基準に従

い、建築物等緑化計画届を作成し、建築

確認申請前に提出されたい。 

なお、壁面緑化については、計画どお

りに生育していない事例が見られること

から、基盤造成型や生育実績のある製品

の使用など、確実に生育が見込まれる仕

様とするとともに、適切な維持管理に努

められたい。 

３ 景観、屋外広告物ならびに開発に関す

ること 

本事業計画には、兵庫県景観の形成等

に関する条例、兵庫県屋外広告物条例が

適用されます。各法令に基づく基準等を

遵守するとともに、申請等必要な手続を

適切に行われたい。 

 

 

１ 都市政策に関すること 

  福祉のまちづくり条例に基づくチ

ェック＆アドバイス制度の活用やひ

ょうご県民ユニバーサル認定制度の

認定をするなど、誰もが利用しやす

い施設整備に努めます。 

 

 

２ 緑化に関すること 

 環境の保全と創造に関する条例の

緑化基準に従い計画します。 

なお、建築物等緑化計画届出につ

いては、建築確認申請前に手続を行

います。 

また、壁面緑化については、生育す

るよう維持管理に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 景観、屋外広告物ならびに開発に

関すること 

兵庫県景観の形成等に関する条

例、兵庫県屋外広告物条例を遵守し

ます。なお、申請手続は適切に行い

ます。 

 

 

事業者の

対応は妥

当と判断

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

４ 条例第４条第２項の規定による知事の意見(案) 

知事の意見の有無 有しない。 

留意事項の有無 

次の留意事項を付記する。 

１ 敷地内掲示や看板、広告等によって来退店経路を周知徹底する

こと。 

２ 営業時間内に荷さばき作業又は廃棄物の収集作業を行う場合

は、誘導員を配置し、来客の安全確保に努めること。 

３ 繁忙時等は、駐車場の出入口等に交通誘導員を配置し、来店車

両の安全かつ円滑な入出庫及び路線バスの円滑な運行の確保を

図ること。 

４ 開店後も周辺道路の交通状況を注視し、来店車両に起因する混

雑、歩行者等の安全確保上の懸念、その他安全上の問題等が発生

した場合は、関係機関と協議の上、必要な対策を講じること。 

５ 計画された緑化部分について、適切な維持管理に努めること。

特に、壁面の緑化部分について生育を確実なものとするため、採

用する仕様等を十分検討すること。 

 



 

 

議案４  

１ 基本計画書の内容（提出年月日：令和５年６月 22 日、根拠規定：条例第３条第１項） 

名 称（新築等の区分） （仮称）ザグザグ淡路東浦店 （新築） 

所在地 淡路市久留麻字神田 2025 番１ ほか 

事業者 株式会社ザグザグ 

施設の用途 物品販売業を営む店舗（医薬品等） 

着工時期、開店時期 令和５年９月頃、令和６年４月頃 

施設面積 1,389 ㎡ 

物品販売業を営む店舗の

面積 
1,162 ㎡ 

飲食店、映画館等面積 0 ㎡ 

延べ面積、敷地面積 1,389 ㎡ 、 4,086 ㎡ 

用途地域等 用途無指定 

駐車場の収容台数 

43 台（全体収容台数 49台） ≧ 必要台数 43台 

夜間駐車場の利用制限 無 制限後台数 － 

営業時間   午前８時から午前０時まで 

 

２ 重要事項 

（１）まちづくりに関する計画との整合に関する事項 県の判断 適 

 大規模集客施設に係る計画と県及び市町のまちづくりに関する計画との整合性 

○ 兵庫県淡路地区都市計画区域マスタープランの土地利用に関する方針は、「緑豊かな地域環

境の形成に関する条例」より定められた「淡路地域環境形成基本方針」の考え方を基本とし、

その基本方針において「まちの区域」に区分され、沿道緑化や建物修景等により良好な街並み

が求められている。 

○ 淡路市都市計画マスタープランでは低層な住居などを中心とした安全で安心な住環境を保

全する地域であり、商業・業務・サービス等の機能が維持された土地利用が認められている。 

○ 以上により、本計画は県及び市のまちづくりに関する計画に整合していると判断する。 



 

 

（２）駐車需要の充足等交通に係る事項 県の判断 適 

① 駐車場に関する事項 

【必要駐車台数の算定・確保】 

指針に基づく必要台数 43台に対し、来客用駐車台数を 43台（全体収容台数 49台）確保
する。 

〔指針式〕 
  1.162 千㎡×1,065 人/千㎡・日×ピーク率 14.4％×分担率 80％÷平均乗車人員 2.0 人/台 

×平均駐車時間係数 0.6065 ≒ 43 台 
 

② 道路交通への影響に関する事項 

【交差点の将来ピーク時交通量及び交通の円滑性の評価】 

ア 店舗の新築により新たに発生する自動車台数と来退店経路の設定 

○ ピーク１時間当たりの来店自動車台数 
〔指針式〕 
  1.162 千㎡×1,065 人/千㎡・日×ピーク率 14.4％×分担率 80％÷平均乗車人員 2.0 人/台 

≒ 71 台/ｈ 

 

○ 商圏（店舗を中心に半径 2.0km）を３方面に分け、各方面別の世帯数比で 71台/ｈを
各地域からの経路に配分する。 

方面 世帯数 
(世帯) 

配分比 
（％） 

来退店ピーク台数 
（台/ｈ） 

A 636 29.6 21 

B 764 35.5 25 

C 750 34.9 25 

計 2,150 100.0 71 

 

 

イ 交差点の将来ピーク時交通量及び交通の円滑性の評価及び対策 

○ 現況交通量調査〔地点１～地点２：令和２年９月 11日(金)、12 日(土)〕に、店舗の
新築により新たに発生する自動車台数各 71 台/ｈを加えて、交差点需要率及び車線別
混雑度の検討を行う。 

○ 信号交差点の交差点需要率、車線別混雑度は下表のとおり。 

○ いずれの信号交差点においても、ピーク時間帯において交通処理は可能と考えられ
る。 

 
（上段：交差点需要率、下段：車線別混雑度）        ※網かけは最大値を示す。 

調査地点 
現 況 予 測 下線部は 

経路上の車線 平日 休日 平日 休日 

地点Ａ交差点 

（久留麻西） 

 
平：17時台 
休：17時台 

0.235 0.207 0.251 0.220  

0.318 
0.149 
0.173 
0.240 

0.302 
0.160 
0.168 
0.177 

0.356 
0.180 
0.173 
0.240 

0.331 
0.190 
0.168 
0.177 

西流入右左直 
東流入右左直 
北流入右左直 
南流入右左直 



 

 

調査地点 
現 況 予 測 下線部は 

経路上の車線 平日 休日 平日 休日 

地点Ｂ交差点 

（久留麻） 
 

平：11時台 
休：17時台 

0.399 0.386 0.425 0.412  

0.456 
0.446 
0.102 
0.389 

0.410 
0.441 
0.138 
0.422 

0.523 
0.462 
0.105 
0.429 

 

0.477 
0.457 
0.141 
0.457 

西流入右左折 
北流入直 
北流入右折 
南流入左直 

地点Ｃ交差点 
（久留麻南） 

 
平：11時台 
休：17時台 

0.411 0.461 0.411 0.461  

0.287 
0.313 
0.492 
0.339 

0.233 
0.301 
0.563 
0.327 

0.287 
0.313 
0.506 
0.358 

0.233 
0.301 
0.582 
0.346 

西流入右左直 
東流入右左直 
北流入右左直 
南流入右左直 

 
ウ 駐車場出入口における右折の交通処理検討 

○ 現況交通量調査〔交差点A・B：令和２年９月 11日(金)、12 日(土)〕に、上記で算出
した新たに発生する自動車台数各 71 台/ｈを加えて、信号機のない交差点の交通容量
の計算法（OECD報告書）により評価。 

○ 駐車場出入口における来退店車両の右折に係る遅れの評価は、平日・休日共に、「滞
留しない」となり、周辺交通へ与える影響は軽微と考える。 

（主道路：国道 28号、従道路：出入口） 

開店後 

国道 28 号 
→出入口 

出入口 
→国道 28号 

平日 
(17 時台) 

休日 
(15 時台) 

平日 
(17 時台) 

休日 
(15 時台) 

交通容量 714 685 206 200 

実交通量 46 46 71 71 

余裕交通容量 668 639 135 129 

遅れの評価 滞留しない 滞留しない 滞留しない 滞留しない 

 

（３）道路以外の公共施設への影響に関する事項 県の判断 適 

当該大規模集客施設の敷地からおおむね 500ｍ以内にある公園、緑地、下水道、河川等の道路
以外の公共施設に対する影響 

○ 計画地の周辺には、影響を与える公共施設はない。 
 

 

（４）景観形成に関する事項 県の判断 適 

当該大規模集客施設の立地する地域における伝統的景観、自然景観、街並みなど景観に関する
配慮及び公的計画（市町の景観に関する条例、建築協定、緑化協定等）の有無 

○ 兵庫県「景観の形成等に関する条例」兵庫県「屋外広告物条例」に基づき、周辺の景観と
の調和に努めた計画とする。 

○ 計画地は市街化区域内でないため、兵庫県「環境の保全と創造に関する条例」の緑化基準
が適用されないが、敷地面積の 10％以上の緑化面積を任意で確保する。 

＜計画緑化面積＞ 

424 ㎡（平面緑化） ＞ 408 ㎡＝4,086 ㎡（敷地面積）×10％ 



 

 

３ 条例第４条第１項の規定による関係行政機関からの意見 

意見内容 事業者の対応 
知事の 

判 断 
【淡路市】 

＜都市計画の観点からの意見＞ 

計画に存する地域は、淡路市マスタープ

ランにおいて、低層な住居などを中心とし

た安全で安心な住環境を保全する地区とし

て、一部に商業・業務・サービス等の機能

が維持された土地利用を目指していること

から、土地利用方針にも沿っており、周辺

の住環境に与える悪影響がなければ、特に

支障がないものと思われる。 

 

－ 

 

－ 

＜その他計画等に対する意見＞ 

・意見なし 

 

－ 

 

－ 

 

【兵庫国道事務所】 

１ 建設に際して、一般国道 28 号（以下「国

道」という。）に関する工事を行う必要

が生じる場合は、事前に洲本維持出張所

長（以下「出張所長」という。）に協議の

うえ、道路法第 24条の規定に基づく承認

を受けること。ただし、国道からの乗入

れについては、道路法の規定による承認

済み。 

２ 建設に伴い必要となる下水道等の道路

占用施設の敷地内への接続（引込管等）

が必要な場合については、各施設管理者

より道路法第 32 条第１項あるいは第３

項の規定に基づく道路占用許可を受ける

よう措置しておくこと。 

３ 雨水排水については、国道の雨水排水

施設に流入しないよう措置すること。 

４ 建設工事に際しては、国道施設を損傷

しないよう万全の注意をもって行うこ

と。万一、建設工事に起因して国道施設

を損傷したときは、すみやかに出張所長

に届出て、その指示を受けること。 

 

５ 建設工事に係る工事車両等による国道

の渋滞その他の交通障害が生じないよう

万全の措置を講じること。また、必要に

応じ交通誘導警備員等を配備して、歩行

者等への安全対策についても万全を期す

ること。 

 

 

１ 国道に関する工事を行う必要が生

じた場合は、事前に出張所長に協議

を行います。 

 

 

 

 

 

２ 下水道等の引込管等が必要な場合

については、道路占用許可を受ける

よう措置します。 

 

 

 

３ 雨水排水については国道施設に流

入しないよう措置します。 

４ 建設工事に際しては、国道施設を

損傷しないよう万全の注意をもって

行います。万一、建設工事に起因し

て国道施設を損傷したときは、速や

かに出張所長に連絡し、その指示に

従います。 

５ 建設工事に係る工事車両等による

国道の渋滞その他の交通障害が生じ

ないよう万全の措置を講じます。ま

た、必要に応じ交通誘導警備員等を

配備して、歩行者等への安全対策に

ついても万全を期します。 

 

 

事業者の

対応は妥

当と判断

する。 

 

事業者の

対応は妥

当と判断

する。 



 

 

【兵庫県警察本部交通規制課】 

１ 案内誘導看板等の設置について 

  案内誘導看板を簡潔明瞭な内容とし、

設置箇所については、特に出入口付近の

見通しが妨げられない場所を選定の上、

事前に淡路警察署長と調整されたい。 

 

２ 来退店経路について 

  チラシ・ホームページ等の各種媒体を

活用して、来退店経路及び駐車場利用の

案内を周知徹底されたい。 

 

３ 店舗出入口等への交通誘導員の配置に

ついて 

開店から当分の間及び繁忙日等につい

ては、出入口付近における歩道等の安全

を確保するため、同箇所に交通誘導員を

配置されたい。また、開店後の状況に応

じて必要な交通誘導員を適宜配置された

い。 

駐車場②を運用する際には、出入口②

に交通誘導員を配置し、適切な交通誘導

を実施されたい。 

 

４ 荷さばき施設について 

営業時間中に荷さばき施設の利用する

場合には、交通誘導員を配置して車両誘

導を実施されたい。 

営業時間外における荷さばき車両の入

退店時には、バリカーの開閉により、周

辺道路の交通に影響を及ぼすことがない

よう配意されたい。 

 

５ 緑地について 

  見通しを確保するため、出入口付近に

は高木を配置しないよう配意されたい。 

 

 

１ 案内誘導看板を簡潔明瞭な内容と

し、設置箇所については、特に出入

口付近の見通しが妨げられない場所

を選定の上、事前に淡路警察署長と

調整します。 

 

２ チラシ・ホームページ等の各種媒

体を活用して、来退店経路及び駐車

場利用の案内を周知徹底します。 

 

 

３ 開店から当分の間及び繁忙日等に

ついては、出入口付近における歩道

等の安全を確保するため、同箇所に

交通誘導員を配置します。また、開

店後の状況に応じて必要な交通誘導

員を適宜配置します。 

駐車場②を運用する際には、出入

口②に交通誘導員を配置し、適切な

交通誘導を実施します。 

 

 

 

４ 営業時間中の荷さばきは行いませ

ん。 

営業時間外における荷さばき車両

の入退店時には、バリカーの開閉に

より、周辺道路の交通に影響を及ぼ

すことがないよう配意します。 

 

 

 

５ 見通しを確保するため、出入口付

近には高木を配置しないよう配意し

ます。 

 

事業者の

対応は妥

当と判断

する。 

 

【総合農政課】 

１ 施設の整備により周辺農地での営農作

業及び営農条件に支障が生じることの無

いように配慮すること。 

  なお、整備後に周辺農地において、営

農上支障が生じることが明らかになった

場合は、当該支障の除去のために措置を

講じること。 

 

 

 

１ 周辺農地での営農作業及び営農条

件に支障が生じることの無いように

配慮します。 

なお、整備後に周辺農地において、

本施設の影響により営農上支障が生

じることが明らかになった場合は、

当該支障の除去のために措置を講じ

ます。 

 

 

同上 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

２ 計画区域内に農地が存している場合、

事前に、農地法（昭和 27年法律第 229 号）

に基づく手続が必要となる。 

このため、事前に淡路市農業委員会宛

て協議されたい。 

また、施設整備に当たっては、周辺農

地の営農に支障を来たすことのないよ

う、留意されたい。 

２ 事前の農地法手続は許可済みで

す。 

また、施設整備に当たっては、周辺

農地の営農に支障を来たすことのな

いよう、留意します。 

 

 

 

事業者の

対応は妥

当と判断

する。 

 

【総合治水課】 

１ 総合治水条例第 10条により、浸水によ

る被害を発生させる可能性が高まる開発

行為を行う場合は、雨水を一時的に貯留

し、雨水の流出を抑制する調整池の設置

に努められたい。 

 

２ 総合治水条例第 21条第１項により、駐

車場などの広い土地を利用した施設につ

いては、その四方に雨水を貯留するため

の壁を設置するなど雨水を一時的に貯留

させる措置や、雨水を浸透させる芝舗装

を施すなど地下に浸透させる措置を講ず

ることにより、これらの施設に雨水貯留

浸透機能を備えることに努められたい。 

 

３ 総合治水条例第 21条第２項により、大

規模な建物又は工作物については、その

敷地又は地下に雨水を貯留する設備を設

置すること等により、これらの建物又は

工作物に雨水貯留浸透機能を備えること

に努められたい。 

 

 

１ 調整池の設置予定はありません

が、敷地内にはグラスパーキングや

平面緑化を行うことで雨水浸透を行

い、流出を抑制します。 

 

 

２ 雨水の一時貯留施設の設置予定は

ありませんが、敷地内にはグラスパ

ーキングや平面緑化を行うことで地

下に浸透させる措置を講じます。 

 

 

 

 

 

３ 雨水の一時貯留施設の設置予定は

ありませんが、敷地内にはグラスパ

ーキングや平面緑化を行うことで地

下に浸透させる措置を講じます。 

 

 

 

同上 

【都市政策課】 

１ 都市政策に関すること 

  誰もが利用しやすい施設整備の観点か

ら、福祉のまちづくり条例に基づくチェ

ック＆アドバイス制度を活用されたい。 

また、チェック＆アドバイスによる助

言を適切に反映した施設を「ひょうご県

民ユニバーサル施設」として認定する制

度もあるため、こちらも活用されたい。

（詳細は添付ファイルのとおり。制度活

用をご検討いただける場合は、都市政策

班福祉のまちづくり担当までご一報をく

ださい。） 

 

 

 

 

１ 福祉のまちづくり条例に基づくチ

ェック＆アドバイス制度及びひょう

ご県民ユニバーサル施設認定制度の

利用を検討するなど、誰もが利用し

やすい施設整備に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

２ 緑化に関すること 

  意見なし。 

 ※環境の保全と創造に関する条例の対

象外区域のため。 

（市街化区域外は対象外） 

３ 景観、屋外広告物ならびに開発に関す

ること 

本事業計画には、兵庫県景観の形成等

に関する条例、兵庫県緑豊かな地域環境

の形成等に関する条例、兵庫県屋外広告

物条例が適用される。 

各法令に基づく基準等を遵守するとと

もに、申請等必要な手続を適切に行われ

たい。 

 

－ 

 

 

 

 

３ 兵庫県景観の形成等に関する条

例、兵庫県緑豊かな地域環境の形成

等に関する条例、兵庫県屋外広告物

条例に基づいた計画とします。また、

必要な申請等の手続を行います。 

 

－ 

 

 

 

 

事業者の

対応は妥

当と判断

する。 

【建築指導課】 

都市計画法第 35 条の２に基づく変更許

可申請について、淡路県民局洲本土木事務

所まちづくり建築課と協議・調整し、手続

を進められたい。 

 

 

同法変更許可申請について、淡路

県民局洲本土木事務所まちづくり建

築課と協議・調整し、必要な手続を

行います。 

 

同上 

 

 

 

４ 条例第４条第２項の規定による知事の意見(案) 

知事の意見の有無 有しない。 

留意事項の有無 

次の留意事項を付記する。 

１ 敷地内掲示や看板、広告等によって来退店経路を周知徹底する

こと。 

２ 営業時間内に荷さばき作業又は廃棄物の収集作業を行う場合

は、誘導員を配置し、来客の安全確保に努めること。 

３ 繁忙時等は、駐車場の出入口等に交通誘導員を配置し、来店車

両の安全かつ円滑な入出庫を図ること。 

４ 開店後も周辺道路の交通状況を注視し、来店車両に起因する混

雑、歩行者等の安全確保上の懸念、その他安全上の問題等が発生

した場合は、関係機関と協議の上、必要な対策を講じること。 

５ 計画された緑化部分について、適切な維持管理に努めること。 

 


